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く・よりま′d．ん。　教ろくが　もう深山泉告ってLl著すのて、朝屡の発覚した、かな

冊会縮こ・有るこいしよう1亀密教雀のr頂、の…一志」も　机為に　わか　やす

く．まとめられ老犬殊三好く乳凡て、、V・Hだだ、打者rLょう．とうとケ境南に入．リ

蓋し′′三・し’糾し．抑し‾て・狩場乙の再．在俗には酵さん泉監フ．げて硯薙って下

とい　採石に功碓ノ「弘疎刀∵各薮当7みの乞食　セ′つ終り許すひ

野草夢や轡碑狛諒　恕軌範帝　頚叫町・甜・ヲ番地　薩鹿島商寄琴叔

碁甥紳　炒机嫡卦ギ煉れ喝斜埠卦諦疎卯ヘ

ビ、しげしみよせ∠だこてい　骨、鯨机招雛机信用面瑠

邑肺堵ちしてlr書重

（弟．紘・徳　永）

・　　－・・・‥・



日　　　次

‥一彦株戎直感率喝；住　の

梯凍承虜か∫玖い鳳和拍摘扱‥　　　　‥一庇潜膿軋・物納キ会（コへ3）

盾の才男勺の紘疎　音　へ千百・一　　　　　　・色　　工　　有～）

喋孝摘確明確泉わ、よFか痢‾薮殉教　磯　各のキメ　の由ろ少リ　仔～幻

秘説廟・しノ払鵬榊はヤで宣也り針癖地‥1・‥細玖血（？）

払短鉦′つソ〝タ再読・LDで．プレマ…ニ・レ、さ・の各雨域－‥細願と－0）

確率地溝彪訴瑠孝だ▼鹿で・　　　　　　　　　　諺藤森血（iの

隼fl神Ⅷ高風′ん沌宣ノ榊‘すすがアナlノ＼を孝均酔「で胤象4…・・酎嘲泡（lP）

ツケ仙人・ノr・ニー心血B叫R嫁cYでン榊ンL二．如」ノ〆榊棚覿ろし‥一・線氷織姫（lD）

執拗読抑車輌印十時アγ．ハの射要の留ろく・‥…碓氷級冶（16）

秘高み必短冊示項榊・′、穴頼、炉＝ノ両軸で顔・・…傭水城診（10）

乳類．宛局ザ彿如0抽A碩・島炉・・‥…－・‾く′

「轟姐鹿予の時運魁を行が益軒がい

蝶の嘲葡‾cr・伊と′グ妙レ〝玖／・・・

客吻后1叫会々．頭虜泉・・…

乾坤呵塵姶油軌こあたって

線　条・磯　路

′・弟必茂丘・川）

厳水汽且川）

催身．蝶彦吻耐埠会（lつ～13）

会　エ　　　（iう、・叫）

・留承嘲瀾（15）

為・感、・番鮮紅（満）

．－－‾－．．’．・－’・－・一・一一一一一一一－一一一・・一．一一一r・・一一・一一一一“

酎OLoGY DAT應　／96∫冬　色百　年！r　矛〆‾孝

十・・三　一…

魂　泉　考

本　　邸

鹿融絹針細線桝朽木小鳥、

歓郷4－0年　bl『

彪　必　埠　丘ダ碓　氷玖松

藤喀釣軒掛榊了　ヲ訂3

掛鵜そ滴多摩確軋糊象
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